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水色の羽根募金運動
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平成15年 10月 l日

全
水
商
連
全
国
大
会

去
る
七
月
五
日
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
（
東
京
都

港
区
）
に
お
い
て
、
「
睦
る
、
活
力
あ

る
水
産
物
小
売
商
」
を
大
会
テ
l
マ
に

『全
水
商
連
第
五
十
回
全
国
記
念
大
会
』

（
全
水
商
連
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
夏

の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
全
国
の

鮮
魚
小
売
商
を
代
表
し
て
約
八

O
O
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
本
会
職
員
に
よ

る
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く
の
皆
様
か

ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ご
支

援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

よだム一
A英育( 1 ) 

漁
協
共
済
推
進
・
表
彰
大
会

去
る
七
月
三
目
、
ホ
テ
ル
日
航
東
京

（
東
京
都
港
区
）
に
お
い
て
、
『
平
成
十

五
年
度
漁
協
共
済
推
進
・
表
彰
大
会
」

（J
F
共
水
連
・
漁
済
連
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
全
国
よ
り
関
係
者
約
五

O
O

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
入
り
口
に
て
実
施
し
た
本
会
職

員
に
よ
る
募
金
活
動
は
、
来
場
さ
れ
た

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
度

全
国
担
当
者
会
議

議

八
月
二
十
六
日
、
東
京
都
千
代
田
区

コ
l
プ
ビ
ル
に
お
い
て
「
平
成
十
五
年

度
全
国
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業
事
務

担
当
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
頃
か
ら
育
英
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
都
道
府

県
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議

会
事
務
局
担
当
の
職
員
の
方
々
、
並
び

に
、
全
国
協
議
会
事
務
局
担
当
の
全
漁

連
漁
政
部
部
長
長
屋
信
博
氏
、
同
部
職

員
森
山
慶
子
氏
、
全
国
女
性
連
事
務
局

担
当
の
全
漁
連
漁
政
部
調
査
役
比
嘉
き

よ
美
氏
が
出
席
し
、
次
の
議
題
に
つ
い

て
熱
心
な
討
議
を
交
わ
さ
れ
、
今
後
も

育
英
事
業
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
確

認
し
あ
い
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

〈
議
事
次
第
〉

一
、
育
英
事
業
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

ニ
、
奨
学
貸
与
金
の
返
還
滞
納
状
況
に

つ
い
て

三
、
そ
の
他

①
奨
学
金
自
動
送
金
シ
ス
テ
ム
導
入

後
の
意
見
交
換

②
情
報
提
供
に
関
し
て
の
お
願
い

③
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
等
に
つ

い
て

平
成
十
五
年
度

第
二
回
選
考
委
員
会

去
る
七
月
三
十
日
、
「
平
成
十
五
年

度
第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
』
が
開

催
さ
れ
、
「
第
二
回
奨
学
生
出
願
者

（
七
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在
学
の
学
資

給
与
奨
学
生
三
名
の
採
用
が
決
定
し
ま

し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九

月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で
息
子
も
大

学
四
年
に
な
り
、
就
職
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。

（
宮
城
県
伊
津
裕
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。
娘
も
高
校

生
活
に
な
れ
て
勉
強
も
元
気
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
平
塚
き
い
子
）

＊
い
つ
も
心
暖
か
い
ご
厚
志
、
有
り
難

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
松
尾
た
き
江
）

＊
夏
休
み
に
自
動
車
学
校
へ
通
っ
て
い

本
会
の
育
英
資
金
は
、
多
く
の
善
意
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
で
基
金
を

つ
く
り
、
そ
の
運
用
益
で
賄
っ
て
お
り
ま

す
。
基
金
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
た

め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

〈
送
金
方
法
〉

郵
便
局
及
び
本
会
の
指
定
す
る
金
融
機

関
に
お
振
込
み
の
際
、
本
会
の
振
込
用

紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
振
込
手

数
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

〈
郵
便
振
替
口
座
〉

・
口
座
番
号

0
0
一
五
O
｜
七
｜
一
一
二
一

．
口
座
名
義

財
団
法
人

七
五

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

ま
た
、
高
校
・
大
学
等
奨
学
生
に
貸
与

す
る
奨
学
金
を
あ
る
期
間
、
定
期
的
に

ご
支
援
い
た
だ
く
、
「
励
ま
し
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
」
の
ご
加
入
も
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
卒
業
後
は
、
就
職
し
て
が
ん
ば

る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
岡
村
つ
ね
こ
）

＊
毎
回
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
子
供
が
夏
休
み
で
帰
っ
て
来
て
い

ま
す
。
家
の
古
く
な
っ
た
網
戸
の
は
り

替
え
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
鹿
児
島
県
坂
江
み
ほ
子
）

位
一勝
品
加
齢

＊
介
護
福
祉
の
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま

す。

（
北
海
道
専
一
安
達
佳
七
）

＊
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま 段J

「
育
英
会
だ
よ
り
」
の

原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
題
材
は
自
由
で
す
。
最
近
の
出
来
事
や
、

詩
、
随
筆
、
奨
学
生
へ
の
励
告
し
、
「
育

英
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿
は
八
百
字
以
内
で
、
顔
写
真
を
添

え
て
本
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

。
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

O
原
稿
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

O
掲
載
の
方
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
先

一T

一O
一
O
O四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二

二

l
五

光
正
ビ
ル
内

財
団
法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

T
E
L
 O
三
｜
三
二
五
六

一
九
八

一

（
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

O
三
｜
三
二
五
六
｜

一
九
八
二

（二
十
四
時
間
受
付
）

F
A
X
 

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
北
海
道
大
一
川
村
智
恵
子
）

＊
九
月
か
ら
就
職
活
動
を
し
ま
す
。
い

ろ
ん
な
試
験
を
受
け
て
み
ま
す
。

（
北
海
道
専
ニ
佐
々
木
良
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
様
で
毎
日
楽
し
く
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岩
手
県
専
一
鳥
居
真
弓
）

＊
お
陰
さ
ま
で
、
私
も
無
事
四
年
に
な

り
、
卒
業
ま
で
残
り
半
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
福
岡
県
大
四

川
口
昌
和
）

⑨再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/ikuei kai 育英会ホームページ
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＊
社
会
に
出
て
か
ら
、
学
校
へ
行
っ
て

居
る
時
に
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
と

・：
。
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
下
さ
い
。

（
埼
玉
県

小
野
沢
通
）

＊
今
夏
は
暑
か
っ
た
り
寒
か
っ
た
り
の

異
常
な
気
候
で
し
た
。
皆
様
御
自
愛
下

さ
い
ま
せ
。

（
埼
玉
県
松
本
安
裕
）

＊
遺
児
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
お
す
ご

し
下
さ
い
。

ま＊
す皆
。様

の
健
康

主主
Z震

寄ま
り！苫
申竺
し ）

（
千
葉
県

福
田
昌
佳
）

よだム
一A英τ:b;." 

同

励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

一
『
申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

ご
寄
付
』
の
お
礼

平
成
十
五
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の

聞
に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た

方
々
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

〔七
月
〕
マ
田
原
文
夫

・
新
規
（
世
田

谷
区
）
マ
山
本
晶
一
二
・
新
規
（
新
宿
区
）

( 2) 

平
成
十
五
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す

る
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協

議
会
（
略
称
・
地
方
協
）
」
等
で
取
り

扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
付
を
含
み
ま

す。）
〔
六
月
〕

O
北
海
道

マ
冬
島
漁
業
協
同

組
合
青
年
部

・
女
性
部

O
宮
城
県

マ
地

方
協

O
静
岡
県

マ
中
島
音
楽
事
務
所
マ

地
方
協

O
島
根
県

マ
三
上
健
彦

O
山
口

県
マ
荒
川
正
治
マ
松
村
久

O
福
岡
県

マ

蜘
福
岡
魚
市
場
・
代
表
取
締
役
社
長
梅

野
弘
幸
O
熊
本
県
マ
地
方
協

〔
七
月
〕

O
北
海
道

マ
工
藤
正
美
入

学
祝
い
マ
丹
羽
五
子
香
典
返
し
マ

「
柏
の
葉
」
年
金
友
の
会
マ
根
室
支
庁

経
済
部
水
産
課
｜
カ
レ
ン
ダ
ー
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
収
益
金
マ
留
萌
支
庁
経
済
部
水

産
課
マ
標
津
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
マ

福
島
吉
岡
漁
協
福
島
地
区
女
性
部
マ
地

方
協

O
福
井
県

マ
天
森
伸
一

O
静
岡
県

マ
静
岡
葵
調
理
師
会
マ
静
和
工
業
側
マ

側
中
央
防
犯
マ
丸
子
町
人
倶
楽
部
マ
用

宗
漁
港
し
ら
す
祭
実
行
委
員
会
マ
地
方

協

O
京
都
府

マ
大
上
博
之
｜
香
典
返
し

O
山
口
県

マ
田
中
春
見
マ
王
喜
漁
協
婦

人
部
松
屋
な
ん
で
も
市
場
マ
山
口
県
漁

協
青
壮
年
部
連
合
会
マ
青
海
会

O
福
岡

県

マ
漁
船
保
険
組
合
マ
地
方
協

O
長
崎

県
マ
中
山
良
夫

O
鹿
児
島
県

マ
池
田
瑠

璃
子
マ
新
洋
水
産
マ
錦
海
漁
協
重
富
漁

港
施
設
管
理
委
員
会
マ
地
方
協

〔
八
月
〕

O
北
海
道

マ
安
田
昌
樹
香

典
返
し
マ
木
村

一
博
｜
香
典
返
し
マ
厚

岸
町
水
産
ゴ
ル
フ
大
会
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
収
益
金
マ
ウ
ト
ロ
漁
業
協
同
組
合
青

年
部
l
パ
ザ
l
ル
募
金
マ
古
平
漁
業
協

同
組
合
青
年
部
｜
古
平
祭
り
募
金

O
青

森
県

マ
地
方
協

O
富
山
県

マ
中
村
和
夫

マ
池
田
水
産
制

O
和
歌
山
県

マ
ビ
ル
フ

イ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
イ
ン
串
本
実

行
委
員
会
実
行
委
員
長
井
上
正
彦

O
山

口
県

マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ
阿
野
キ
ヨ

子
マ
高
田
新
太
マ
中
山
良
夫
マ
側
フ
ジ

オ
カ
マ
地
方
協

二
、
一
般
寄
付

〔
六
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

（八

戸
市
）

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
（
さ
い

た
ま
市
緑
区
）
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

マ
志
村
菊
枝
（
比
企
郡
嵐
山
町
）

O
千

葉
県

マ
牧
野
エ
ミ
（
松
戸
市
）
マ
飯
村

久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ
全
国
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
（
千
代
田
区
）

マ

東
京
築
地
中
央
市
場
福
祉
報
徳
会
（
中

央
区
）
マ
安
川
糸
子
（
大
田
区
）

O
京

都
府

マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O

鹿
児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
七
月
〕

O
北
海
道

マ
厚
岸
水
産
高
等

学
校
｜
厚
水
祭
募
金
（
厚
岸
郡
厚
岸
町）

（平成15年9月末日現在）

数生
品拍

手奨目lj県府道者E

。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
（
さ
い
た
ま
市

緑
区
）
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

O
千

葉
県

マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）
マ
東
京

岩
水
同
窓
会
（
流
山
市
）

O
東
京
都
マ

平
成
十
五
年
度
漁
協
共
済
推
進

・
表
彰

大
会
募
金
（
港
区
）
マ
全
水
商
連
第
五

十
回
全
国
記
念
大
会
募
金
（
同
）
マ
増

森
均
（
千
代
田
区
）

マ
松
本
和
義
（
大

田
区
）

マ
恩
田
達
也
｜
香
典
返
し

（文

京
区
）
マ
石
崎
三
輪
子

（板
橋
区
）

O

神
奈
川
県

マ
南
三
千
代

（厚
木
市
）

マ

柴
崎
雅
和

（
相
模
原
市
）

O
京
都
府
マ

中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
大
阪

府
マ
阪
井
光
平
（
大
阪
市
平
野
区
）

O

兵
庫
県

マ
五
弓
徹
（
伊
丹
市
）

O
岡
山

県
マ
吉
田
厚
子

（笠
岡
市）

O
広
島
県

マ
広
島
魚
商
協
同
組
合
青
年
部
（
広
島

市
西
区
）

O
山
口
県
マ
山
根
美
代
子
｜

全
日
海
下
関
事
務
所
経
由
（
下
関
市
）

マ
全
日
本
海
員
組
合
下
関
事
務
所
（
同
）

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
八
月
〕

O
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋
万
魚

漁
携
通
信
協
会
l
全
日
海
東
北
地
方
支

部
経
由
（
石
巻
市
）

O
埼
玉
県
マ
小
野

沢
通

（さ
い
た
ま
市
緑
区
）

マ
大
久
保

徹
｜
香
典
返
し
（
柏
市）

マ
冨
元
克
昌

（越
谷
市）

O
千
葉
県
マ
矢
原
祥
助
｜

香
典
返
し

（千
葉
市
稲
毛
区
）
マ
飯
村

久
子

（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
称
念
寺

（港
区
）

マ
北
見
恭
子

（
同
）
マ
北
見

恭
子
デ
ビ

ュ
ー
三
十
周
年
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
会
場
募
金

（同）

マ
梶
浦
富
子

（杉
並
区
）

マ
榎
本
み

つ
枝

（東
大
和

市
）
マ
日
向
文
治
（
東
村
山
市
）

O
京

都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O

広
島
県
マ
粛
藤
法
明
（
広
島
市
西
区
）

マ
呉
海
員
会
館
（
呉
市
）
O
大
分
県

マ

奥
本
秀
夫
1

全
日
海
大
分
県
事
務
所
経

由
（
大
分
市
）
マ
全
日
本
海
員
組
合
大

分
県
事
務
所
（
同
）

O
鹿
児
島
県

マ
冨

元
明
（
鹿
児
島
市）

［
訂
正
と
お
詫
び
］

第
一

O
八
号

「
北
見
恭
子
さ
ん
育

英
資
金
を
寄
付
」
の
文
中
に
お
い
て
、

漢
字
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
次
の

と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（誤
）
ス
テ
ー
ジ
も
架
橋
を
迎
え
た
頃

（正
）
ス
テ
ー
ジ
も
佳
境
を
迎
え
た
頃

※高校生等には、養護兜を合む。

※奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

※平成15年度第2回採用者は内数である。

漁船海難遺児 ーに

給与奨学生 貸与奨学生 平成15年度第2回採用者

都道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼 児 小学生 中学生 高校生等 小計 高校生等 大学生等 小計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

北海道 6 30 17 29 82 6 8 14 96 1 1 

青 森 2 4 5 8 19 2 3 5 24 

岩 手 1 5 7 5 18 2 4 6 24 

宮 城 2 8 7 13 30 2 6 8 38 

秋 田 1 1 1 2 

山 形 2 3 1 1 4 

福 島 1 1 3 5 10 10 

茨 城

干 葉 5 1 3 9 1 1 10 

東 京 2 2 2 2 4 

神奈 川

新 潟 1 1 1 

富 山

石 J/1 1 1 5 7 7 

静 岡 3 1 4 8 1 1 9 

愛 知 1 3 4 4 

福 井 3 3 3 

重 1 1 2 1 1 3 

京 都 2 2 4 4 

大 阪 1 1 2 1 1 3 

兵 庫 1 1 4 6 12 1 4 5 17 

和歌 山 1 2 8 11 11 

烏 取 1 1 1 3 1 1 4 

島 根 6 6 2 14 14 

岡 山 1 1 1 1 2 

広 島 1 1 1 

山 口 3 4 5 10 22 3 1 4 26 

徳 島 2 3 1 6 2 2 8 1 1 2 

香 Ill 2 1 1 4 1 1 5 

愛 媛 2 5 4 1 12 1 2 14 

高 知 5 5 7 17 1 1 18 

福 岡 2 1 3 6 2 2 8 

福岡県有明海

佐賀県玄海

佐賀県有明海 1 1 〆l 3 3 

長 崎 5 10 10 25 1 4 5 30 

大 分 1 3 3 7 14 3 3 17 

熊 本 3 2 3 8 1 1 9 

宮 崎 2 3 7 5 17 3 2 5 22 

鹿 児島 1 4 4 7 、 16 2 3 19 

沖 縄 1 4 6 4 15 2 2 17 

A 口 百十 24 113 112 162 411 27 53 80 491 1 1 1 3 

羽根募 釜「の水色!! 手をの愛




